
「歯科医が感染症医となる日」
医歯連携 ～最新健康三大トピックス～
歯周病を全身感染症として捉える時代の到来
「歯周病」「糖尿病」「認知症」～その関連性を探る～

2019年
10月27日（日）   
9:25～17:00

Time Schedule  
  9:00~　　　　　受付開始
  9:25~  9 :30　　  オープニング 松尾通会長
  9:30~10:30(60) 辻村　傑 先生
10:30~12:00(90) 西田　亙 先生
12:00~12:45(45) ランチタイム
12:45~13:35(50) 原瀬　忠広 先生
13:35~15:05(90) 長谷川嘉哉 先生
15:05~15:30(25) 休憩
15:30~16:30(60) 西田　亙 先生
16:30~16:55(25) シンポジウム
16:55~17:00　　  クロージング 坂本紗有見

日本アンチエイジング歯科学会主催

　歯周病を全身感染症として捉える時代となりました。日本ア
ンチエイジング歯科学会では、今まで「歯周病」と「糖尿病」
の関連性についてのセミナーを開催して参りました。今回は、
それに加え歯周病との関連性が解明されてきた「認知症」にも
スポットを当て実績のある４人の講師をお招き致しました。こ
の秋、皆様方に歯周病と全身疾患について医歯連携の重要性を
学ぶスペシャルな１日となることをお約束いたします。

コーディネーター　坂本   紗有見（当会常任理事）

会　　場 ビジョンセンター新宿５階 Vision Hall
 東京都新宿区新宿 5-17-11　白鳳ビル 5階

募集人数 200名（先着順）
参  加  費 歯科医師 （会　員）……12,000円
（昼食付）  （会員外）……15,000円
 コデンタル・一般 （会　員）… 8,000円
   （会員外）…10,000円

西田　亙 先生 長谷川嘉哉 先生 原瀬　忠広 先生 辻村　傑 先生西田　亙 先生 長谷川嘉哉 先生 原瀬　忠広 先生 辻村　傑 先生

講演抄録とお申込みは裏面で➡

※演題・プログラムは変更の可能性がございますのでご了承ください。
※当日は企業展示もお楽しみいただけます。

「なぜ歯周病菌は、糖尿病やアルツハイマー病を引き起こすのか？」
西田　亙 先生
（糖尿病専門医・にしだわたる糖尿病内科 院長）

「認知症専門医が教える！脳の老化を止めたければ歯を守りなさい！」
長谷川嘉哉 先生
（認知症専門医・医療法人ブレイン理事長） 

「歯科でできる糖尿病療養指導」
原瀬　忠広 先生
（愛媛県糖尿病協会理事・医療法人原瀬歯科医院理事長）

「口腔―腸　マイクロバイオーム相関から見える未来」
辻村　　傑 先生
（医療法人社団つじむら歯科医院理事長・IDHA 国際歯科衛生士学会会長）

【公益社団法人日本糖尿病協会 療養指導医取得のための講習会ならびに登録歯科医のための講習会として承認】



「口腔―腸　マイクロバイオーム相関から見える未来」
辻村　傑 先生

　歯周病は遺伝子修飾に影響を与える慢性炎症であり、遺伝子の後天的な修飾機構
に異常が起こりやすく、糖尿病やガンの原因になることが近年解明された。今まで
の医療は炎症を引き起こす微生物を皆「悪玉」として捉え、様々な形で徹底的に叩
く治療法が追求されてきた様に思う。口腔マイクロバイオームのみならず、生体常
在菌叢のバランス崩壊は全く予測できない感染症につながるリスク要因となり得る
ため、今後は疾患の再発を抑止するための予防を基礎にし、常在菌とのバランスを
整え上手くやっていく方法を考えることが、これから医療界全体が取り組むべき、
健康創造型医療だと私は考えており、その取り組みについてお話ししたいと思いま
す。

※ご記入頂きました個人情報は、本セミナーの運営管理以外では使用致しません。 ●発行／日本アンチエイジング歯科学会　●制作／藤峯千春（Japan Medical Branding）

※個人名で参加登録を致しますので、必ず  １名につき１枚記入  して下さい。

会場・アクセス　　　　   　　 ビジョンセンター新宿
〒160-0022　東京都新宿区新宿5-17-11
白鳳ビル５階「ビジョンセンター新宿」

●ＪＲ各線「新宿駅」（東口・中央東口） …… 徒歩７分
●西武新宿線「西武新宿駅」 （正面口） ……… 徒歩７分
●東京メトロ・都営地下鉄
　「新宿三丁目駅」 （Ｃ６出口） ……………… 徒歩３分
 （Ｅ１、Ｅ４出口） ………… 徒歩１分

  申込方法
下記の申込書にご記入の上、FAX にて送信いただき、
受講料を個人名にて下記口座にお振込み下さい。お
振込みの確認をもって登録完了といたします。なお、
参加費の返却は致しかねますのでご了承下さい。

「認知症専門医が教える！脳の老化を止めたければ歯を守りなさい！」
長谷川　嘉哉 先生

　認知症の原因物質アミロイドβと歯周病菌との関連が証明され、2018 年認知症
専門外来に、歯科用チェアを設置した。ケア後患者は一様に「心地よい」表情をされ、
扁桃核が刺激されているのがわかる。しかし、患者の多くは歯科受診をしておらず、
入れ歯も外さず、歯も磨いていなかった。中には２年間入れ歯を外していない方も。
そして、25％の方が総入れ歯という現実。
　脳の中の約３分の１は口腔内を支配している。また、一嚙みで脳に血流が 3.5ml
送られている。
　専門医の視点から口腔内を刺激すると脳が若返ることをお伝えしたい。

「歯科でできる糖尿病療養指導」
原瀬　忠広 先生

　歯周病は2008年糖尿病治療ガイドに糖尿病の合併症の一つとして初めて登場し
ました。
　しかしながら、歯周病が第６の合併症であることが知られてきましたが、網膜症
のケアやフットケアなどの合併症予防に比べると、認知度も低く、医療連携は一般
に普及しているとはいえない状況です。
　糖尿病と歯周病は全く異なる病気ですが、「コインの裏表」のように影響を及ぼ
し合っています。糖尿病治療の薬物療法、運動療法、食事療法の中に、歯と口のケ
アを位置付けることにより、新たな糖尿病療養のアプローチがみえてきます。
　今回は、これまでの臨床を通した連携から明らかになった知見をもとに皆様にご
紹介したいと思います。

「なぜ歯周病菌は、糖尿病やアルツハイマー病を引き起こすのか？」
西田　亙 先生

　演者は、新しき令和は、歯周病を『全身感染症』として捉える時代になると確信
しています。糖尿病と歯周病の関係は、今や周知の事実となりましたが、2019年１月、
医学の歴史を塗り替える衝撃の論文が発表されました。Pg 菌の海馬への感染が、
アルツハイマー病発症の原因になっているというのです。しかも、ジンジパイン阻
害薬による臨床試験が、既に欧米で開始されています。当日は、歯科発で生まれつ
つある『コペルニクス的転回』をご紹介します。

  ［お振込先］
きらぼし銀行　渋谷中央支店
（普通預金）5005633

日本アンチエイジング歯科学会 会長　松尾通

日本アンチエイジング歯科学会事務局
☎03-3477-1085（FAX共）

  お問合せ

（〠　　　　̶　　　　）この住所・電話番号はどちらの連絡先ですか？［ 自宅 ・ 診療所 ］　
住所

FAX
TEL

日本アンチエイジング歯科学会［Special One Day Seminar］  申込書    FAX ➡03-3477-1085

フリガナ

氏名

Mail
アドレス

所属 ○をお付けください。
１. 歯科医師
２. 歯科技工士
３. 歯科衛生士
４. スタッフ・一般

会員  　非会員


